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一一人工呼吸関連機器・ユーザーのレポート

Puritan-Bennett Ventilator 840の使用経験
岡山労災病院麻酔科 時岡宏明

Mallinckrodt社から Puritan-Bennettの新しい人工

呼吸器 V 840が登場した。今までの Puritan-Bennett

の人工呼吸器PB7200はすでに完成度の高いもので

ある。 V 840を新たに購入する価値があるかどうか

ユーザーの立場から眺めた。

V 840には多くの新しい特徴があるが、基本的

な性能の中から目につくところを挙げる。第一に、

流量制御が非常に正確である。 PSVの気道内圧曲線

は overshootをしない速い立ち上がり、きわめて一

定の PSVレベル、すみやかな呼気圧の低下で理想

的な曲線を描く。 V840の流量制御は PB7200と比

較すると、短い時間でより正確に制御されている。

第二に、成人のみならず小児・新生児まで使用可能

となった。第三に新しく flowaα:elerationとexpuatory

sensitivityの機能が付いた。第四に拡張機能があり、

理想的な換気モードとして期待される proportional

assist ventilationが近い将来に搭載される。

V 840が優れた人工呼吸器であることは疑う余

地がないが、ここでは flowaccelerationとexpuatory

sensitivityの機能について検討した。機能が増えれ

ば人工呼吸器としての性能がアップするというもの

でもない。効果が同程度なら、ユーザーにとって操

作は簡単であるのがよい。

Flow accelerationの機能はいくつかの人工呼吸器

に繕載されている。 PSVにおける立ち上がり速度

flow accelerationの問題はすでに検討された(Crit 

Care Med 27: 715・722，1999、IntensiveCare Med 22: 

1147・1154，1996、IntensiveCare Med 21: 913・919，1995、

人工呼吸 13:56-63， 1996)0 PSVの立ち上がりは、

呼吸仕事量を軽減させるためにできるだけ速いこと

が望ましい。V840のflowaccelerationの設定は 80%

が望まし ~\o この値は気道内圧が overshoot をしな

いできるだけ速い立ち上がり速度である。個々の患

者において値を変える必要はない。PCVにおける

flow accelerationの検討はなされていないが、理論

的にば唱PSVと同じである。立ち上がり速度が速す

ぎて患者が不快に感じる場合は、 PCVレベルが高

すぎると考えられる。

expiratory sensitivityの機能を検討した。 expiratory

sensitivityは吸気の terminationcriterion (TC)で、通常

の人工呼吸器ではその値を変えることができない。

図は ARDS患者における TC5%と35%のときの流

速・換気量・気道内圧・食道内圧曲線である。TC

の増加に伴い 1回換気量は軽度低下、呼吸数は軽度

増加、呼吸仕事量は増加する。 TCが高い場合は

premature terminationを起こす可能性がある。この

ため、ARDSあるいは術後患者においては TCを 5%

の固定値とする。 一方、 COPD患者、哨息患者では

delayed terminationが問題となる。 この場合にはTC

を 25%以上として吸気時間を短縮させるこ とが望

ましい。PSVが簡便で有用なモードであるためには、

個々の患者において TCをあえて変更させる必要は

ないと考えられる。
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呼吸仕事量 0.48 J/L 0.42 J/L 



マリンヲ口yトメディカjレ(株)とネJレコアビューリ空ンベネ yトジャJてン(株)は、 1998年8月1日、合f井いたしました。
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